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序

この小論 は,表 題 の示 す通 り,浅 井忠の性 格につい

て考察 を加 えよ うとする ものであるが,い わゆ る診断

を下す こ とをその 目的 としていない。仮に,浅 井の性

格 に多少 とも常識 か らの逸脱が認め られ るとして も,

精神 医学者 で も臨床 心理学者で もな い私 には,そ れ に

一つの,あ るいは複数の病名 を与 える資格 もない し,

またその任に もない。た だ,現 在 までは年代記 として

のみ編 まれて来 た浅井 に関す る資料 を,性 格特徴 を基

軸 として整理 し直そ うとい う試み である。浅井忠 の病

跡学的研究 に対 して,何 らか の示唆 を与 え得れ ば幸 い

と思 う次第 である。

なお,基 本的伝記 に関 しては隅元 謙次郎 『浅井忠』1)

を参 照 されたい。

1

浅井忠は,1856年(安 政3年),佐 倉藩士浅井伊織

常明の長男 として江戸木挽町 の佐倉藩邸 に生 まれ てい

る。男ばか りの同胞3人 中の長 男であ った。5歳 の時

に次第の 豊次郎 を亡 くしている。1863年(文 久3年),

父 と祖父が ともに死亡 し,満7歳 で家督 を相続 した。

浅井氏 は,代 々200石 取 りで公 用人役,番 頭 役 あ る

いは年寄役 を勤 める家柄 であ った。同年,浅 井家は佐

倉へ移 住す る。明治維新 を5年 後に控え,時 勢がい よ

いよ切迫 し,藩 士 の江戸 引 き揚 げが行なわれた ので あ

る。 一家 は,暫 時叔 父の都鳥助八 のもと に 寄 寓 した

後,郊 外の将門山に土地 を賜わ り,新 築費用 も給せ ら

れ て,そ ち らへ定住 した。 この将 門の屋敷 であるが,

やは りこの時,佐 治三左衛 門なる江戸詰 の藩士 が,飯

野山 とい う所 に,浅 井忠之丞(忠 の当時 の名乗 り)と

同 じ8反 歩 の土地 を賜 わ って建 てた家屋 の見取 り図が

『佐倉市史』2)に 載せ られ てお り,そ れ か ら推 測す る

と,浅 井家 もかな り大 きな ものであ った と思われ る。

このよ うに,幼 い頃か ら一 家の主 として過重な責任 を

負 わ され て成長 した ことと,現 代的表現 を使えば母子

家庭 に育 った ことは,浅 井の性格 の形成 に拭 い難い影

響 を残 したに違 いない。

事実,彼 は少年期 よ り通常 の子供 とは異なる,一 種

老成 した態度 を示 した ことが伝え られてい る。友人で

あ った 田中暢 は次の よ うに回想 してい る。

そ の 才 気 は 発 動 して 外 に 溢 れ ず,寧 ろ 内 には 充 満 せ

し方 な り,君 は 余 りに 雑 談 は 嗜 まざ れ ど も,去 りと て

無 口の 方 に て は あ らず,総 て 円満 主 義 な りき,勿 論 大

身 の 家 に 生 れ,加 う るに 厳 正 な る伯 父等 の 教 養 を 受 け

られ し故 に,い よい よ,其 人 格 は 養 成せ られ た り しが

如 し,父 君 の 特 長 と して は惣 て の 事 に 規 律 を 守 りし様

に 記 臆 せ り3)。

また,従 兄弟 の窪 田洋平 もや は り次の ように記 して

い る。

維 新 の 際,尚 武 の 余 弊 士 気 殺 伐 に して,群 童 党 を結

び 日 々争 闘 を事 と した れ ど も,彼 は 曾 て人 と 争い た る

事 な し,平 和 は 彼 の天 性 な り し4)。

ここに見 られ るのは,あ ま り子供 らしくない,窪 田

の表現 を借 りれば 「唯温良 なる秀才貴公子」5)と して

の少年像で ある。10歳 前後 の少年 であ って も,「 大身

の家」の家長 ともなれ ば,封 建社会 の厳 しい規範 の下

では群童 に交 わ って遊 ぶ こともままな らなか ったに違

いない。そ して,そ の よ うな消極性は,生 涯にわた っ

て彼 の基本的態度 とな った。乾由明氏は,中 沢岩太6)

の言葉 を引いて次の よ うに記 してい る。

後 年,中 沢 岩 太 は,浅 井 が利 欲 に い さ さ か も執 着 す

る こ とが な く,「 そ の 挙動 は ま った く 昔 日の 武 士 に こ

とな る」 と こ ろ の な い 「武 士 的 画 家」 で あ った と述 べ

てい る7)。

しか し,彼 の消極的態度 の因 って来 た る所 の性格に

関 しては,封 建制 の桎梏 よ りも,未 亡人 とな った母親

との関係 がむ しろ大 きな作用 を及ぼ した と考 え られ

る。

改 めて繰 り返 すまで もないが,フ ロイ ト(Sigmund
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Freud,1856～1939)に よれ ば,子 供 は,同 性 の親 と

の同 一 視 に よ っ,て性 役 割,善 悪 の基 準,良 心 な ど を学

び,自 らの 中 に内 在 化 し て行 くと され る。 こ の フ ロイ

トの 同 一 視 説 に 基 づ き,柏 木 恵 子 氏 は,一 連 の 「Doll

Play法 」 を用 い た研 究 の成 果 を 引 い て,以 下 の よ う

に述 べ てい る。

浅 井が最初の妻を離縁 した理 由は 「不可解」 であ っ

て,明 らかではないが,二 度 目の妻 で,生 涯連れ添 っ

た安子 との間に も子供 がなか った ことと考え合わせれ

ば,彼 が性的 な適応 に失敗 していた可 能性 もあ る。ス

ーラ ・ウル フ(Sula　 Wolff） は,父 親不在の家庭に育

った男性 に関 して次 のよ うに述 べている。

 … … 男 児の 攻 撃 性 は,父 親 の有 無 や 父 親 とそ の 子 ど

も と の関 係 に関 連 してい る とい う報 告 が な さ れ て い

る。(中 略)父 と の 同 一視 が強 く,か つ 父 か ら罰 が 与 え

られ て い る 男 児は,父 と の 同 一視 が 弱 く母 か ら罰 を う

け て い る 男 児 に比 べ て,攻 撃 性 の 頻 度 が 高 い(LeVin

&Sears 一九 五 六)。 これ らの デ ー タは,男 児 に 特 徴

的 な攻 撃 性 は,子 ど もが 父親 と の 同 一視 に よ り,父 親

の 攻 撃 的 特 徴 を取 得 して ゆ くこ と を示 す もの と考 え ら

れ て い る。

 この こ とは,父 親 不 在 の 家庭 の 男 児が,父 親 の い る

家 庭 の 男 児 に比 べ て,攻 撃 性 が 低 い と い う知 見 か ら も

支 持 され る。Searsほ か(一 九 四 六)は,就 学 前幼 児

に つ い て,ま たBack(一 九 四六)は 四歳 か ら 十 歳 の

児童 期 にわ た る広 範 囲 に つ い て,こ の 父 親不 在 の 男 児

の 攻 撃 性 が 低 い こ と を確 め て い る8)。

 ただ し,同 一視 の時代 は子供 の発達 に 於 る 性 器 期

(2～6歳)に 当 るとされ てお り,忠(当 時は忠之丞)

が父親 を失な っ、たのは満7歳 の時であ るか ら,同 一視

不全の臨界期(2～4歳)は は るかに超えていた ことに

なる。 しか し,「群 童」 と交 わ らず 「平 和」 を 「天性」

とする少年＝ 忠 之丞 の心裡 に,一 種 の男性 的性 格の欠

除を見るこ とは,あ ながち不 当 とは言 え な い で あ ろ

う。

 さらに,浅 井忠 の生 活史に於て最 も注 目すべ き事柄

の一つはその結婚 である。石井柏亭 は,浅 井の結 婚に

関 して次 のよ うに述 べ ている。

 二 十六 年(1893年)十 月 浅 井 は 同 藩 立 見直 の 妹 安 子

を 娶 った 。 年 は 浅井 が 三 十 八 で 安 子 は 二 十 五,晩 婚 の

方 で あ る。 弟 達 三 は既 に 数 年 前 に 結 婚 して其 頃 は 高 崎

に 居 た。 浅 井 に は 本 多 錦 吉 郎 の 媒 介 で 前に 一度 縁 談 が

あ った に は あ った。 そ れ は 静 岡 の 人 で 金 井 清 子 と云 っ

た。 けれ ど も浅井 は ひ ど く其 新 婦 を 嫌 って 婚 礼 の 夜 既

に 家 を 脱 け 出 した り した位 で,ぢ きに 不 縁 に な った 。

母 親 との 間 柄 もよ くは な か った。 友 人 本 多 の 介 に して

此 事 あ った の は 寧 ろ 不 可 解 で あ る9)。

一 方 患 者 群 の ほ うは 未 亡 人 とな った 母 親 に 独 立 して

い く力 の な い場 合 が 多 い。 彼 女 らは 子 供,特 に 息 子 に

す が る。 息 子 を 父 の座 に す わ らせ た が るの だ が,こ れ

は 子 供 に と って迷 惑至 極 で あ る。 未亡 人 の 息 子 は 青 年

期 に他 と の 独 立的 な 関係 を作 る こ とが む ず か し く な

る。 勤 労者 と して の生 活 は成 功 して い て も性 的 適 応 に

失 敗 して一 人者 で い る こ とが 多 い。 母 親 の 家 に ず っ と

しば られ てい るが,も し くは 結 婚 して も 未亡 人 の 母 と

妻 の 間 にあ っ て 多 くの 問 題 をお こす こ と に な る10)。

浅井忠 自身が,上 の よ うなケー スに 当たると断定す

ることは出来ないが,渡 仏帰国後,京 都に開 いた聖護

院 美術 研究所(1903年 〈明治36年 〉 開設)以 来の愛弟

子 の一 人黒田重太郎11)も次の よ うに回想 してお り,晩

年 に至 るまで浅井の生活の公私にわた って母親が主導

した様子が窺 われ る。

書 生 へ の 思 い や りが あ っ て,女 弟 子 なん か 芝居 に よ

く御 母 堂 の お 伴 を さ して も ら っ てい た。 書 生 をか わい

が るの は 御 母 堂 ゆ ず りで あ った12)。

以上,浅 井忠 の生活史 の極 く一端 に触れ つつ,「 武

士的」 と評 され る外貌 の裏 に男性 的な らざる性 格が形

成 され ていたこ とを推 察 したが,次 に,浅 井忠の性格

特徴 をその体格か ら考察 して 見たい。言 う ま で も な

く,そ の典拠は ク レッチマー(Ernst　 Kretschmer,

1888～1964)に よる 『体格 と性格』13)の類 型であ る。

2

浅井の体格 に関 しては,石 井柏亭 が 『浅井忠 』の中

で次のよ うに特筆 している。

浅井 は 日本 人 と して は 背 丈 高 く足 も長 い 方 で あ った

か ら,外 国 人 の 中へ 出 して も決 して 恥 しい 風 采 で は な

か った。 在 留 の 邦 人 達 は,よ く 日本 人 も浅 井 君 位 の 体

格 が あれ ば 立 派 だ と云 った こ とで あ る14)。

また,肖 像 写 真(pl.1,2)や 集 合 写 真(pl.3,中
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央左向 き,帽 子 に羽織袴)か ら判断 しても,彼 が衆 に

秀れて長身で あ り,が っ しりと した闘士型(筋 骨型)

で あった ことが分 る。 ク レッチマーの類型 によれ ば,

このよ うな闘士型 の体格 はてんかん質(粘 着気質)と

高 い相関 関係 がある とされ る。付 け加 えるまで もない

ことであるが,て んかん質 とは,実 際のてんかんの発

作 を起 こす人 の性格 とい う意 味ではない15)。それ は,

一定 の性格特徴 に よって分類 され た気 質の一類 型であ

る。そ して,そ の性格特徴 とは,お よそ以下の よ うな

ものである。

 粘 着 気 質 とい うの は 文 字 通 り,ね ば っ こい 性 格 で あ

る。 ひ とつ の こ とに 執 着 して変 化 した り動 揺 した りす

る こ とが 少 な く,几 帳 面 で秩 序 を好 む 。 も の の 考 え

方,理 解 の 仕 方 が お そ く思 考 や 説 明が こ まか くて,ま

わ りく どい 。 融 通 が きか ず,繊 細 さ に も欠 け るが,約

束 や 規 則 は 正直 に 守 り,他 人 に対 す る態 度 は き わめ て

丁 寧 で あ る。 この よ うに 粘 着 気 質 は 一 般 に鈍 重 な気 質

で あ るが,と きに 爆 発 的 に怒 って 自 分 の 正 当性 をか た

くな に 主 張 す る こ とが あ る16)。

1

3

2

 つ ま り上記の特徴か ら,「 きわ め て 保 守 的,道 徳

的」17)な人物が連想 され る訳で あるが,浅 井が 当時の

画家の中で も保守的で あった ことは,以 下 のエ ピ ソー

ドか らも明 らか である。それ は,黒 田清輝 の帰国前 に

行 なわれ た有名 な裸体画論争 であ り,石 井 の前掲書か

ら,浅 井 の述べ た意見 も含 めて引用 する。

 明 治24年(1891年)1月 の 或 夜 明 治 美 術 会 の 月次 会

で 「裸 体,絵 画 彫 刻 ハ 本 邦 ノ風 俗 ニ審 ア リヤ否 ャ」 と

云 ふ 題 が 本 多 錦 吉 郎 か ら提 出 され,其 討 論 会 が 行 な わ

れ た 。 当 時 絵 草 紙 屋 杯 の 店 頭 に出 て居 た 低 級 な石 版 の

裸 体 画 が 禁 止 され た り した こ と な どが 或 き っか け と な

って 斯 う云 う題 が 出 され た もの と思 うが,当 時 明治 美

術 会 の 会 員 で 裸 体 画 を描 くもの も な けれ ば,又 生 きた

モデ ルに よ っ て裸 体 を研 究 す る こ と も まだ 始 め られ て

は い な か った 。

 討 論 会 に は 本 多 を始 め と して揚 忠 三郎,生 出大 癖,

杉 山 某(秀 吉 か)飯 田 雄 太郎,宮 永剛 太郎(東 山)浅

井 忠,大 森 惟 中,外 山正 一 等 が 意 見 を 述べ た が,賛 否

相 半 し,中 には 脱 線 す る も の も あ った。 柳,本 多等 の

賛 成 説 に 対 して浅 井 は 尚 早 の故 を以 て 反対 意 見 を 述べ

た 。 今 そ れ を報 告 書 か ら抽 い て 見 る。

 「評 議 員(浅 井 君)日 ク私 ハ大 反 対 デ ス(謹 聴)成

程 裸 体 美 術 上　価 クハ学 問 上 カ ラ論 ズ レバ 素 ヨ リ諸君 ノ

御 説 ノ通 リ害 ノ無 イ コ トハ私 モ万 々 承知 シ テ 居 リ マ

ス。 実 ニ純 美 ナ結 構 ナ モ ノデ ハ ア ル ガ,扨 其結 構 ナ 物

ヲ用 ユ ル ニ ハ結 構 ナ腕 ヲ以 テ画 カナ ケ ル バ ナ ラ ヌ ノハ

自然 ノ定 則 ダ ラウ ト思 ヒマ ス。 処 ガ其 結 構 ナ物 ヲ結 構

デ ナ イ腕 ヲ以 テ スル カ ラ動 モ ス レバ 猥 褻 ニ流 レ易 イ。

其 所 ラハ 当業 者 ノ最 モ 注 意 ヲセ ネバ ナ ラ ヌ所 ダ ラ ウ ト

思 フ。 日本 ニ ハ 明 治 美 術 会 ノ会 員 丈 デ モ余 程 先 生 方 ガ

居 リマ ス ケ レ ドモ 裸 体 画 ト云 フモ ノハ 未 ダ會 テ本 締 ニ

腕 ヲ現 ハ シ テ画 イ タ人 ハ ー 人 モ 無 イデ ス。 ソー ス ル ト

明 治美 術 会 ノ方 々ハ 未 ダ ソ レ丈 ノ 力 ヲ持 ッテ居 ナ イ ダ

ラ ウ ト思 フ。 ソ レ程 善 イ モ ノ ナ レバ 皆 率 先 シ テ画 カ ルレ

べ キ ノニ 却 テ譲 ッテ画 カ ヌ ノハ 自 ラ ソ レ丈 ノ腕 ガ無 イ

ト思 ッ テ画 カ ナ イ ノデ セ ウ。 併 シ私 ハ ソ レハ誠 ニ結 構

ナ 御 考 ヘ デ アル ト竊 カ ニ賞 賛 シ テ居 リマ ス。 裸 体 画 ハ

決 シテ イ ツ イ ツ迄 モ 日本 ニ ハ許 サ ヌ ト云 フ訳 デ ハ ア リ

マセ ン ケ レ ドモ,今 現 ニ之 ヲ許 ス ルハ少 々 早 ィ カ ト思

ヒ マ ス。 諸 君 ハ尚 ホ暫 時 ノ間 御 控 ヘ下 ダ ス ッ タ ラ宜 シ

カ ラ ウ。 明 治 美 術 会 ノ御 方 々 ハ ソ レ丈 ノ腕 ハ 未 ダ持 ッ

テ居 ラ ナ イ ノ デ ス(ノ ウ ノウ)イ ヤ 実際 持 ッテ 居 ラナ

イ ノデ ス。 如 何 トナ レバ 出 来 ナ イ カ ラ画 カナ イ ノデ セ

ウ。 デ ス カ ラ其 腕 ノ出来 ル マ デ 少 クモ 三 十年 間 斗 リ辛

抱 シ テ,マ ダ マ ダ裸 体 画 ヲ画 カナ イデ モ 画 クモ ハ 幾

ラ モ ァ ル。 現 ニ會 テ 外 山博 士 ノ御 演 説 ニ ナ ッ タ丈 ケ ノ

画 題 ヲ御 画 キ ナ サ ル コ トモ 出 来 ナ イ ノニ裸 体 画 杯 ハ 少

シ早 カ ラ ウ ト思 ヒ マ ス。」18)
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 以上の浅井の論議は,な かなか卓見であ り傾聴 に値

す るものであ るし,「 賛否相半 し」 たのであ るか ら,

彼一人が特に保守的であ った訳ではないが,そ の後間

もな く帰国 した黒田は勿論の こと,明 治美術会の同僚

中の主要人物,柳 源吉や本多に比べて も,慎 重であ っ

た ことは事実であろ う。

 また,浅 井が激 しい怒 りを示す ことも少な くなか っ,

た らし く,黒 田重 太郎 の回想に も,以 下の ごと くしば

しば憤 激 した様 子が伝 え られ てい る。

 … … 浅 井 が 如 何 に 田 村 を 敬 重 して い た か,そ れ は 浅

井 に 接 触 して い た 者 の よ く知 る所 で あ る。 明 治 三 十 九

年 の 春 だ ったか と思 う。 田村 の 母 堂 が 長 逝 され た 時,

唯 だ 勉 強 の時 間 が惜 しい 一 心 か ら,そ の 葬 儀 の 参 列 に

は 総 代 を 出 して 済 ませ て 置 こ う と云 う協 議 が,関 西 美

術 院 の 研究 生 の 間 で行 われ た と 聞 く と,浅 井 は 大 変 怒

って,君 等 は 田村 先 生 を何 と 心 得 る と云 って,常 の 温

顔 と は打 って変 った 見幕 で あ った。 これ は 筆 者 自身 が

見 た こと で あ るか ら,決 して 間 違 い は な い19)。

 これ は 怒 られ た 当人 の 直 話 だ か ら,間 違 い は な い と

思 うの であ るが,西 陣 の あ る織 屋 の お や じで,仕 事 も

仕 事 であ るが 高慢 なの で聞 えた 男が,あ る時 帯 地 か何

か の 図 案 を依 頼 した 。 工 芸 方 面 に も考 えの あ った 浅井

は,快 くそ れ を 引 き受 け た が,さ て 出 来 て 見 る と,そ
                

の 男の 癖 で,何 の か の とけ ち をつ け る。 そ の つ け 方

が,聊 か 埓 を 外 れ て い た の で あ ろ う,そ れ ま で笑 って

応 対 して い た の が,急 に 調 子 を 変 え,君 に は まだ こん

な の は 早 過 ぎ る,横 浜 あ た りの 商 館 で,壁 紙 で もあ さ

った が 近 道 だ ろ う,と 追 っ返 した 。 多 分 追 っ返 した あ

とで,あ は は と笑 った に 違 い な い 。 研 究 所 で も た ま

に,雷 を 落 す こ とは あ った が,夕 立 一過,あ とは この
         

あ は は で,も の が 残 らな か った か ら,怒 られ て 恐 れ 入

りな が ら も,何 だ か せ い せ い す るの で あ った20)。

 浅井 の 指 導 は 懇切 で,平 易 な 言 葉 で 各 々 の 作 品 の 急

所 を 衝 くの で,そ れ を 聞 く もの もよ く呑 み 込 め た ば か

りで な く,い け な い所 は 自 身 で手 を下 して,ど ん どん

直 して や った。 指 導 ばか りで は な か った,時 に は 研 究

生 の 身 上 に も 立入 って面 倒 を 見 てや った。 併 し決 して

甘 やか せ るば か りでは なか った。 若 し も研究 生 の 中 で

を越 え た言 動 が あ った場 合 は,一 嘱 して皆 を縮 み 上 ら

せ た こ と もあ るが,台 風 一過 の後 はす ぐ 晴 天 と な っ

て,あ と に何 も残 ら ない の で,却 ってそ れ が 皆 に慕 わ

れ る原 因 と もな っ、て い た21)。

 以上 の中で,最 初 の註19を 付 した引用 は,京 都洋画

の先駆者田村宗立22)の母親の葬儀 に際 しての エピソー

ドであ り,浅 井のい ささか過剰な までの義理堅 さ＝丁

寧 さも示す ものであ る。そ して彼は時折 り,二 番 目の

引用(註20を 付す)が 伝え るよ うな突然の怒 りを発 し

た らし く,最 後の引用(註21を 付す)に もその ことが

触れ られ てい る。ただ し,こ の よ うな突然の憤 りは,

躁病において もしば しば示 され るとい う。 しか も,こ

の三番 目の引用に述 べ られた よ うに,浅 井 の 指 導 法

は,ま っ,たく 「まわ りくど く」ない簡潔に して明解な

ものであ っ,た。また,そ の直後に も礼儀の尊重 とは異

な る,浅 井の 自然な温情 について言 及 され てい る。 こ

れ らの性 格の特徴,精 神 的テ ンポの速 さや親切 さは,

てんかん質 ではな く,む しろ躁鬱質(循 環気質)を 思

わせ る ものである。実 際,彼 には,他 に も躁鬱質 を連

想 させ る言動 があ っ,たよ うであ り,そ れ については節

を改 めて述 べるこ とにす る。

 ここでは,非 常 に興味深 く重要 な出来事 に関 して考

察 しなければ ならない。以下 は.『愚劣 日記』23)の和 田

英作24)と浅井 自身 による記事,そ して 『方寸－故浅 井

忠氏追悼号』誌上の和 田の回想談か らの引用 である。

 十 一 月二 十 八 日 曇 木 曜 日

 今 朝は 二 人 共手 紙 を書 い た。 午 後 風 呂 に 久 し振 りに

這 入 りた い とい うの で,ポ ー ル と三 人 して 自転 車 で ヌ

ムー ルへ 出 懸 け た の は,午 後 三 時 半 で あ った,フ ォ ン

テ ヌ ブ ロか らの 街 道 を一 直 線 に南 進 した,途 中 杢 助

(浅 井 の こ と)が ヘ コタ レた の で,休 憩 して ヌム ー ル の

町 に 入 った の は 五 時 二 十 分 前 で あ った,古 い 城 を 見物

し,カ フ ェ ド,コ ム メ ル スに 休 憩 し,バ ア ン,ド ヌム

ー ル とい う湯 屋 に 至 り,入 浴 し,サ ン,ピ エー ル停 車

場 前 の カ フエ ル に 又 憩 い,六 時 二 十 一 分 発 の 汽 車 に

て,同 停 車場 発 プ ー ロ ン停 車 場 に 来 り,そ れ よ り三 人

又 自転 車 に て帰 路 に 就 き しが,途 中 杢 助 眩 暈 の 事 あ り

て転 覆,少 々かす り傷 さへ 負 い た れ ば,三 人 徒 歩 し

て,七 時 十 五 分帰 宿 せ り,晩 食 を終 へ 両 人 喫 煙 せ る

頃,杢 助 に 色 々問 い 試む る に,同 人 一 向 転 覆 前 後 の 事

を記 臆 せ ず,併 も晩 餐 に際 し,す す りた る ソ ップ も食

いた る オ ム レ ッ トも,食 ら い しや ら,食 わ ざ り しや ら

更に 記 臆 せ ざ り しな どは 誠 に 笑止 と も気 の 毒 と もい う

可 き程 であ った,其 癖 食 事 中い つ も可愛 が って 居 る,

ミネ ッ トとい う猫 を今 夜 ば か りは膝 に の せ 様 と も せ

ず,食 残 しを遺 ら う と もせ ず,只 食事 中 に も左 の 肩 を

打 った の に,右 の 上 唇 を傷 け る は 実 に不 思 議 だ と,二
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十 遍 ほ ど 同 じ事 を繰 返 へ して 居 た,ド ウモ 落 車 して 頭

を打 った 様 子 も無 いが,同 人今 夜 の 有 様 は,何 ンだ か

僕 を して キ ビを 悪 る が らせ た,二 人 共 今 夜 ば か りは 早

く寝 よ うぢ ゃ無 い か と 勧 め て 二 階 に 上 った25）。

 十 一 月 二十 九 日 曇 金 曜 日

 夕 べ 自転 車 に転 覆 した の は,湯 に 入 って の ぼ せ た 事

と見 え,前 後 の様 子 を知 らぬ の は,実 に 変 だ,今 朝 起

き て見 た ら,左 の肩 先 きが 少 し痛 む,眼 の 上は 紫 色 に

な って 少 しはれ て 居 る,然 し夕 べ は 湯 に は い っ た の

と,運 動 を した の で,実 に よ く寝 て し ま っ た,外 面

(和 田 の こ と)に 其時 の 様 子 を 聞 て 見 る と,よ っぽ ど

変 で あ った よ うだ,こ ん な 事 は 僕 は 始 め て で あ る(以

下 略)26)。

 「我 々(和 田,浅 井)と 宿 の 主 人 と三 人 並 ん で 自転

車 を曳 きづ って 歩 い た の で す 。 も う少 し前 か ら と思 っ

て 居 る 中 に,浅 井 君 は は や 走 出 して 斜 面 を下 って 行 っ

て行 った が,や が て ガ ター リとい う 音が 闇 の 中 で聞 え

た の で す 。 浅 井 君 浅 井 君 と呼 ん だ が 返 事 が ない 。 我 々

は 驚 い て 駆 け て 行 った 。 街 道 の 左 右 は 並木 で,並 木 の

外 の 草 原 に は 人 の 踏 み つ けた 細 路 が 屈 っ て 居 る。 見れ

ば 浅 井 君 の 自転 車 は 街 道 に倒 れ て居 るが,浅 井 君 の 身

体 は 並 木 の 外 の 草 原 に投 げ 出 され て 居 ま した。 浅 井 君

と呼 ば れ て 漸 く正 気 附 い て先 生 は起 き上 った。 ど う し

た か と聞 く と仏 蘭 西 語 で 『な ん で も な い』 と答 え て,

そ れ か ら皆 自転 車 を曳 きづ っ て宿 に帰 りま した。 其 途

々 も仏 蘭 西語 で 宿 の 主 人 と話 し,ノ ンとか ウ イと か 日

って 居 た けれ ど,一 口 も 日本語 を 話 さず,私 に は 返事

も し ない の で変 な感 じが した の です 。

 帰 っ て 見 る と 浅井 君 の 左 りの 眼 の 上が 腫 れ て い るの

で す 。 浅 井 君 は 何 も 曰 わず に飯 を 済 ま し,や が て 烟 草

を呑 ん で い る時,漸 く 日本 語 で 『君 自 転 車 は ど う した

ろ う』 と 尋 ね る か ら,私 は 『自転 車 は 持 って 来 た ぢ ゃ

ない か 』 と 曰 っ た。 浅井 君 は 自 転 車 か ら落 ち て 家 へ 帰

る迄 夢 心 地 で あ った の で す。 そ して 左 りの 眼 の 上 を 摩

っ て こ こが 痛 い と 曰い,又 右 の 肩 を撫 で て こ こが 痛 い

と 曰い,『 ど う も君 変 だ ね え 左 りの 眼 の 上 を 打 って 右

の 肩 を打 つ と云 うの は』 と曰 って,浅 井 君 は 『ど う も

君 変 だ ね え … …』 と同 じ こ とを 何 遍 も繰 り返 す 。 其 時

の 浅井 君 の 様 子 は 余 程 変 で した よ。 今 度 の 病 中 な ど も

そ う云 う風 で,話 の 受 け 答 え の 変 な こ とが あ った そ う

で す が …… 。」27)

以上 の記録 か ら推 察す ると,浅 井は この時てんかん

の発作 を起 こしたのではなかろ うか。おそ ら く 「湯に

入 ってのぼせた」のではないであ ろ う。彼 自身 も,「前

後の様子 を知 らぬのは,実 に変 だ」 と言 ってお り,知

覚 を失な って いたことが分 る。 また,和 田に対 して フ

ランス語で応対す るなど,ひ どい錯覚 も示 している。

しか し,最 初 にも述 べたよ うに,私 は診断 を下す べき

任 には ないので,疑 いを呈 するだけに止 めたい。

3

 前節 に見 たよ うに,浅 井忠 は,些 かはてんかん質 の

性格特徴 を示 した とも考 え られ る。ただ し,典 型的 な

闘士型 の体格 と,て んかんの発作の疑 いに もかかわ ら

ず,て んかん質的 な特徴 は,彼 の性格 に関 しては副次

的 な ものであ っ,たと思 われ る。む しろ浅井は,既 に述

べたよ うに,躁 鬱 質＝循環 気質の性 格特 徴 をよ り強 く

示 してい るようであ る。次に,ク レッチマーの言 う躁

鬱病 質の特徴 を掲 げ,そ れ に基づ き考察 を進めたい。

 1)社 交 的,善 良,親 切,温 厚

 2)明 朗,ユ ー モ アが あ る,活 発,激 しや す い

 3)寡 黙,平 静,陰 うつ,気 が 弱 い

(上 の1,2,3は そ れ ぞ れ 次 の よ うな 性 格 特 徴 に 対

応 して い る。)

 第 一の 群 に ま とめ られ た特 徴 は 循 環 気 質 の 基 本特 徴

とい うべ き もの で,環 境 と共 鳴 し合い,そ れ に溶 け 込

む 傾 向 か ら発 して い る。(略)

 第 二 の 群 は 躁 的 な傾 向 の あ る陽 気 な 循環 病 質 者 の性

格 であ り,第 三 の は抑 うつ的 な 循環 病 質 者 の 特 徴 で あ

る28)。

 以上が躁鬱病質(循 環病質)の 気分 と感情 の基本的

な特徴で あるが,次 に引 くのは,躁 鬱質 ＝循環気質 の

普通人(正 常者)の 性格類型 である。

1)多 弁で 陽 気 な 人

 彼 らの 地 声 は 大 き く,い つ で も陽 気 な どん ち やん 騒

ぎの先 頭 に 立 って い て,に ぎや か な 冗 談 を とば した り

して い る。 しか つ め ら しい 考 え ご とや,苦 労 の 多 い 仕

事 は 好 ま ず,楽 しく遊 ん だ り飲 ん だ りす る ほ う を 好

み,物 事の 表 面 を 調 子 よ く泳 ぎ まわ る。 目だ つ こ とが

好 きで,愛 嬌 が よ く,気 持 ちが よ く,親 切 だ が,時 々

は 無 思 慮 で 無 神 経 な言 動,素 朴 な エ ゴイ ズ ムが み られ

る。

2) 静 か な 諧 謔 家

 彼 らは い つ も じっ と 観察 してい る だ け で あ ま り自 分
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か らは 話 しを しない 。 そ れ でい て,時 々要 点 を つ い た

皮 肉 を い う。 しか し生 まれ つ きの 話 し上 手 で 話 題 は 広

く,社 交 の 場 や 仕 事の と きに は 活 気 づ き興 奮 す る こ と

さえ あ る。 彼 等 は 現 世 に 満 足 して お り,他 人 や 子 ど も

た ち に は 暖 い 好 意 を も って い る。 友 だ ち と しては 誠 実

で あ り,他 人 と上 手 に 付 き合 う術 を 心 得 え て い るが,

非 情 な もの や 教 条 的,狂 信 的 な もの に は 好 意 を もた な

い 。

3)無 囗で 情 趣 豊 か な 人

 この傾 向 の 人 は 数 と して は 少 な い 。 抑 制 され た 鈍 重

と もい え る優 し さを もち,人 が よ く,少 しば か りむ っ

つ り と して い る。 情 が 深 く,情 に もろ くす ぐに 涙 を こ

ぼ す。 そ の行 動 は 慎 重 で,決 断 す る こ とは 好 まな い 。

どん な 小 さ な 職 務 に つ い て も誠 実 で 過 度 に まで 良 心 的

で あ る29)。

 浅井が,上 に見た よ うな躁鬱質 の特徴 である,陽 気

さと社交性 を備 えていた ことは,多 くの人が回想や評

伝 に伝 えて いる。以下に,黒 田重太郎 と隅元謙 次郎 の

記述か ら,そ の一部 を引用す る。

 応 揚 で,人 を容 れ る に 吝か で なか っ た 証拠 に は,生

来酒 を嗜 まか った に も拘 らず,酒 席 で酔 客 を 対手 に し

て,共 に笑 い 興 じなが ら,少 しも努 め てす る 風 が な か

っ た30)。

す れ ば よ か った と曰 って や ろ う と思 って そ れ な りに な

って 居 ま した。 これ が 絶 筆 か ら二 枚 目だ そ うです 。」32)

 「半 七 八 半杢 助 の 三 狂 人 巴 里の 都 に流 寓 して け り。

半 七 は 写 真 屋 を 業 と して ロハ 写 しの 客 多 し,杢 助 は看

板 か きに して も らわ れ も の 多 し。 八 半 は パ ンや きた ら

ん と して 果 さず 。 終 に 石 版 屋 の 職 人 に 住 み 込 み て 月謝

を 払 う身 分 と なれ り。 か く して 三 人 居 食 す る 事茲 に一

年 有 余 糧 尽 き計 極 ま りて 籠 城 覚 束 な か らん とす る に際

し半 七 故 郷 よ り召 出 され て ウ イ ンの板 行 屋 に 住 み 込 む

べ き仰 を 受 け た り。 又八 半 も首 尾 よ く卒 業 して 近 き 内

に ボ ロ着 て 故 郷 に 帰 る身 とは な れ り。 只 燐 む 可 きは 杢

助 な り。 罪 障 未 だ 不 尽 。 くる年 迄 は 動 き もや らぬ 身 に

しあ りけ り。 半 七先 づ 羅 馬 の 古 巣 に 帰 りて弥 々 ウ イ ン

に旅 立 す る 事 と は なれ り。 貧 女 の 楽 み も今 や 茲 に終 ら

ん とす る は い と惜 しけれ ど又 目 出 度 門 出 に も あ りけ れ

ば 三 人 ポ ンム ・ ド ・テ ー ル を 食 うて 送 別 の 宴 を張 り,

日頃 食い た しと思 い 居 り し フ レー ズを た らふ く 食 うて

舌 鼓 み を打 ち,か くな ん。

  貧 交 や 貧 交 の絵 のお く りも の。 杢 助

  行 く君 を フ レー ズ 食ふ て 送 りけ り。

  芋 食 うて 結 び し件 の わ か れ なれ ば

   せ め て は の こせ 音た か き香 を

  君 記 せ よ 自炊 の鍋 の い も の 味

   マ ラ コ フの 宿 一 年 の うち。」33)

 また,誘 う もの が あ れ ば,ジ ャル ダ ン ・ ド ・パ リ,

ムー ラ ン ・ルー ジ ュや そ の 他 大小 の 舞 踏 場 を も 訪 ね,

夜 ふ け て 笑 婦 た ち が 傍 に 群 が って も,酒 を飲 ん でい な

い の に 飲 ん だ よ うに して 戯 れ て い た とい う3l)。

 また,彼 がきわめてユーモアに豊 んだ人物 であ った

こ とを示す エ ピソー ドも多い。次 に引 くのは,和 田英

作の回想談 の一部 と,次 に浅井 自身 の戯 文,そ して,

それ に対す る石井柏亭 の評言 である。

 「此 頃 大 分斯 う云 う風 な もの を 画 か れ た 様 で す 。 ま

だ あ ります … … これ で す が ね。 結 婚 の 祝 い で す 。 随 分

極 端 で ……。」

  唐 紙 の ま く りに は 雄 犬 に尾 す る 雄犬 が 画 か れ て 居

  る。 雄 犬 は 白 で雄 犬 は 黒い 。 背 景 に は 尚 疾 走 す る

  三 疋 と小 便 す る一 疋 と が あ って 「情 約 成 立 」 の 賛

  が あ る。

 「雄 の 顔 を私 に似 せ よ うと して 苦 心 した が 旨 く行 か

なか った の だ そ うで して,ハ ハ ハ ハ ハ,ブ ル ドッ クに

 斯 う云 う戯 文 に 浅井 の ユ ー モ アは 充 分 に 窺 は れ る

が,交 友 の 間 の 短 信の や りと りも 殆 ど ユ ー モ ア を以 て

終 始 した と云 っ て よい34)。

 さらに,浅 井が非常 に親切 であったこ とを証言 する

記述 も多い。 ここでは 『愚劣 日記』 と黒 田重太郎 の文

章 か ら引用 しよ う。

 道 端 に 乞 食 車 が あ りて,老 夫 婦 が 棲 ん で 居 る,金 巾

一 枚 の 壁 で この 寒 さに ど う して 寒 夜 が 過 され るだ ろ う

と思 う。 ポー ル と マ ダ ム と僕 とで,住 い をの ぞ い た ら

実 に膝 を 容 れ る計 りで,憐 れ の 情 が 起 った 。 五 十 仙 や

って 慰 め て や った35)。

 先 生 の 人 柄 を 表 わ す エ ピ ソー ドで 思 い 出 す の は,正

確 に は 私 は 聖 護 院 洋 画 研 究 所 の 開 設 す る一 カ 月程 前 に

先 生 の と ころ に 弟 子 い り して い た が,私 の 書 生 部 屋 の

障 子 が ボ ロボ ロで あ った と ころ,私 が 外 出 して い る留

守 に,先 生 自 か ら 障 子 の 張 り替 え を して 下 さ った 。 又
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油 絵 描 きの 大 家 は,仕 事 を終 え た ら後 か た づ け を す る

時 は 大 底,筆 を 自 分 で 洗 わ ない が,そ れ も浅井 先 生 は

自分 で洗 わ れ た。 決 して 弟 子 に洗 わせ る よ うな こ とを

しなか っ た36)。

 以上 に見 て来 たよ うな浅井 の行動や態度 は,典 型 的

な分裂質や てんかん質 の者 では決 して示 され る ことの

ないものであろ う。 クレッチマーの性格 の類型 は,元

来正常 な らざる者 を対象 としているのであるが,躁 鬱

質 ＝循環気質 に関 しては,む しろ最 も好ま しい者の性

格特徴 とも言 い得 るのであ っ,て,こ の ような性格 の人

物 で,正 常 の範 囲を逸脱 せず,他 人 を悩 ます ことがな

けれ ば,当 然人々に敬愛 され るであろ う。事 実,浅 井

は非常 な尊敬 と人望 を集 めた。石 井柏 亭は 『方寸

故浅井忠氏追悼号 』に次の よ うに記 してい る。

 卅 三年二月廿六 日先生欧行の途 に上 らるる時新橋停

車場の プラ ットフォー ムには人山が築かれた高 島君 は

車中に入 り帽を振 って浅井君万歳 を叫び之れ に和す る

万歳の声は気笛を も凌いだ先生は非常 な人望家 であっ

た37)。

して,以 て 衆 と労 働 を 共 に して,開 会 準 備 を 為 し,以

て 青 年 家 を 励 せ り40)。

 しか し,こ の ような非 権威 的な態度は,一 面では消

極性 へ とつながる。 『愚 劣 日記 』 に も次の ような記述

が見 られ る。

 十 六 日伊 藤侯 爵 歓 迎 会 をや る と て,巴 里か ら通 知 が

来 た,僕 等 田 舎 もの は,貴 人 に接 す るの は恐 れ 多い か

ら謹 ん で 断 って 仕 舞 った41)。

 この ような消極 的な気分が嵩 じて,彼 は争い を避け

るため,何 事につけて も他人に譲 るとい う,き わめて

退 嬰的な態度 を取 るよ うにな ったのでは ないか。石井

の以下の記述は,浅 井の陥 って行 った閉塞的状況 を示

唆 した もの と思われ る。

 旧友 松 井 昇 は 友 人 の うち で は 浅井 が 一番 よ か っ た と

云 って 居 る。 和 田 英作 は浅 井 を評 して私 人 と して は 申

分 な い が,公 人 と して は 寧 ろ 拙 い 方 で あ っ た と 云 う。

これ も穿 ち 得 た 言 で あ ろ う42)。

また,今 泉篤男氏 も次の よ うに述べてい る。

 そ れ か ら,五 十 七 年 間(1964年 当時),毎 年,十 二

月十 六 日の 命 日に は 当時 の 関 西美 術 院 の 弟子 た ち に よ

って 金 地 院 で黙 諾 忌 が 続 け られ て今 日に 及 ん で い る。

(中 略)半 世 紀 以 上 も の永 い 間,弟 子 た ち が,師 の 命

日に 集 って,そ の 墓前 に額 つ い て い る慣 例 を 私 は 画壇

の うち で他 に知 ら な い。 当時,二 十 歳 前 の 少 年 た ち

は,今 日 で はす で に 七 十歳 を は る か に 越 して い る。 彼

らは,い ま も 尚 昨 日の こと の よ うに 浅井 先 生 を 懐 しん

だ。 墓 前 の 山 茶 花 も,五 十 七 年 の 間 に か な りな 老 樹 に

な って い る。 老 い た る弟 子 た ち は,感 慨 深 そ うに そ の

山 茶 花 の 実 を 一 つ 二 つ も ぎ と って ポ ケ ッ トに 入 れ た り

した38)。

 さらに,浅 井は保 守的ではあ っ,たが,決 して権威主

義的ではなか った。例えば,第2回 の関西美術会展39)

の開催に 当っては,彼 は 自ら会場の設営に まで参加 し

てい る。中沢岩太は,以 下の よ うにその時 の様子 を伝

えてい る。

 「公人」 と しての 「拙 い」や り方 の端的 な例 は,黒

田清輝 との角逐 を避 け,東 京美術学校教授 の職 を放擲

し,浅 井教室 の弟子達 を遺棄 して京都 へ移 住 したこと

で あろ う。

 ところで,上 に見 たよ うに,浅 井が循環気質 の特徴

をよ り強 く示 していた として,彼 が端的 に鬱病 に陥 っ

た り,そ の回復 に伴 な って躁病相 を示 した りしたこ と

が あ ったであろ うか。次第では,そ れ を検討 したい。

4

 前述 した京都移 住は,浅 井忠 の後半生 の大事件 であ

る。彼 は1900年(明 治33年)2月 か ら1902年(明 治35

年)8月 までフ ランス留学 のため 日本 を離れ てお り,

東 京美術学校 の教授 の職 には在籍 の ままであ ったが,

本 人は最 早東京美術学校 へ復帰す るつ も りは な か っ

た。浅井は,パ リで,後 に京都高等工芸学校43)の初代

校 長 とな った中沢岩太 と出合い,同 校の教授へ転出す

る約 束 を交 して帰国 したのであ る。転任 す る に 当 っ

て,周 囲か らの反対 もあ り,次 の引用の よ うに条件は

必ず しも良 くはなか った。

此挙 や浅井君 は,身 に泰 斗の重望を荷いなが ら,親

しく出でて鎚 を採 りて額 面を掛 け又は引幕を張 りな ど

 ……彼の転任 につい ては,東 京美 術学校校長や 当時

パ リ出張 中の文 部視 学官正木 直彦など と協 議 した 結
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果,多 少 難 色 が あ った よ うで あ るが,結 局 浅 井 自身 の

意 志 に 従 う こと とな っ た。 しか し,な お 局 外 の 有 力者

に 異 議 が あ っ た と い う。 お そ ら く,こ れ は 明 治 美 術 会

結 成以 来 の 同志 で,パ リ在 留 中 の 小 山正 太 郎 あ た りを

指 す も の と思 わ れ る。 後 年,小 山 と 同 じ立場 に あ った

松 岡 寿 は 「切 角東 京 美 術 学 校 教 授 に 会 と して推 薦 した

の に」 と私(隅 元 謙 次郎)に 漏 ら した こ と が あ っ た

が,浅 井 の 行 動 は,彼 等 の 期 待 を 裏 切 った もの であ っ

た か も知 れ な い44)。

 浅井はこれ らを敢 えて押 し切 ったの で あ る。 し か

し,こ れ程 の決心 を した理 由は明 らかではない。石井

柏亭以来,当 時 の浅井 の真情 を吐露 した もの として,

評伝 には必ず引用 され て来た1901年9月13日 付 の,弟

達三宛 ての手紙 を以下 に掲げ るが,そ れ を読 んでも,

なお釈然 としない。

 現 今 の 日本 の 社 会 程 イ ヤ ナ もの は な きか と存 候 。 な

ま 中外 国 を 見 て 多 少 の 希 望 を抱 て 帰 れ ば 一 も其 希 望 を

達 す る事 不 叶,只 煩 悶 して 人 に 悪 ま れ 人 に 攻 撃 され る

材 料 と相 成 候 が 洋 行 帰 りの 常 な り。 何 し ろ 日本 と西 洋

とは 総 て の 事 が あ ま り異 な りて 居 るか ら一 方 に 慣 れ る

と ど う して も衝 突 が 起 る。 総 て 西 洋 の 方 が 実 際 的 に し

て 日本 の方 は空 想 的 に 出 来 て 居 る… …(中 略)美 術 工

芸 な ど云 う事は 今 百 年 斗 りは トテ モ 旨 く行 く こと は な

か ろ うと思 うと,小 生 等 が 当地 に来 て見 て帰 っ た だ け

が 結 局 煩 い の 種 とな りて,国 へ 帰 っ ては 施 す 手 段 は 少

しもな き様 に 思 う と,見 ぬ 方 が 増 しな らん か と も思 い

居 り候 。 其 上 日本 人 は 殊 に 気 が 小 サ ク一 人 エ ラ キ もの

が 出 る と寄 て タ カ ッテ イ ジ メて 仕 事 の 出 来 な くな る様

に す る。 自 分 よ りエ ラ キ人 を こ し らえ るが 嫌 い な 人 種

だ か ら困 る。 殊 に 美 術 家 と か 文 学 者 とか 云 う もの は 咄

しに な ら ぬ腐 っ た社 会 だ か ら,小 生 は 今 で は あ き らめ

て,総 て消 極 的 で な ん に も しな い で 是 か ら 社 会 を 過 て

遊 ん で仕 舞 ん との 覚 悟 であ る。 夫 故 京都 へ 引込 ん で陶

器 で もい ぢ って 暫 ら く遊 ば ん が 為転 任 の 約 束 を して 置

た,沢で あ る。 色 々食 い 方の 材 料 は 見付 け て 置 た 積 りだ

か ら,か らだ さえ 丈 夫 な ら乾 死 ぬ 事 は な い.……(下

略)45)。

にな らぬ腐 った社 会」 と呼ばれ なければな らない程の

存在 であ ったか どうか,大 いに疑 問が あ る。 こ こ で

は,む しろ浅井 の被害妄想 が露 わに示 され ている。そ

の被害妄想 は,当 時浅井が抑鬱状態 に陥 っていた こと

の標識 ではないであろ うか。 しか も,一 見他罰的 と思

われ る文面 も,「 芸術家 とか文学者」 の中には当然彼

自身 も含 まれ るので あるか ら,実 は 自責 の念,罪 責感

の表現 と考え ることも可能で ある。言 うまで もな く,

罪責感 も抑鬱状態の感情の特徴 であ る。

 ところで,こ の手紙 が書 かれ た1901年9月 は,浅 井

が堰 を切 った ように制 作を始め る,4回 目の グ レー

(Grez-sur-Loing)46)滞 在(同 年10月1日 ～翌3月21

日)の 直前 に当る。3回 目の グレー滞在(同 年5月8

曰～17日)か ら,そ れ まで4ケ 月半 パ リに留 ま ってい

たのであるが,そ の間 は重要 な作 品は描 かず,日 記 も

残 され ていない。 しか し,10月 か らのグ レー滞在 中の

早い時期 に,『 グ レーの洗濯場』(pl.4,ブ リヂ ス トン

美術館蔵),『 グ レーの柳』(pl.5,京 都市美術館蔵),

『グ レーの秋』(pl.6,東 京国立博物館蔵)な ど,浅 井

の最高傑作が次々 と制作 されたのであ る。従 って,手

紙 の書かれ た9月 中旬は,既 に抑鬱 よ りの回復期に入

っていた ことは間違 いない。 ちなみ に,他 人 に 対 す

る不満足感 も回復期 に復活 する感情 なのであ る。そ し

て,10月 以降 は全 く回復 して,『 愚劣 日記』 か らも分

るよ うに大変陽気 に暮 らし,前 述 の秀れ た作品群 を描

いたのであ った。 このよ うに,制 作 が進 まない時期 と

きわ めて旺勢な意欲 を示す時期が交替す るとい うこ と

は,気 分の周期的な変調 を思わせ る。それは,年 代記

的に彼の生涯の作品 を検討すれば,さ らに明 らか にな

ると考え られ る。

                         

 仮 に,こ の手紙が転任 を決意す るに至 っ,た感情 を明

らかに していると して も,そ の感情 と浅井 を取 り巻 く

現実 の状況 とはかな り隔た った もので あ っ た。 確 か

に,出 自も立場 も異にす る黒 田清輝 との角逐は避け ら

れない として も,黒 田 も含 めて周 囲の人々が,「 咄 し 4
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写 生 に は,私 も時 と して 伴 わ れ た 。 こ ち らが 鉛 筆 画の

枚 を 半 分 も終 らな い 中 に,ワ ッ トマ ン4ッ 切 を2枚 は

楽 々描 き上 げ るの だ か ら,仕 事の 早 い に も驚 い たが,

そ れ で い て 急 所 急 所 は ち ゃん と抑 え て あ る の で,首 を

ふ って 感 心 す るば か り,ど うだ い と 云 われ て も,は あ

と云 った 切 り,言 葉 は続 か な か っ た49)。

5

 以上,や や常識に外れ る言動 を検討 したが,こ の こ

とか らも浅井忠は躁鬱質 ＝循環気質 の性格特徴 を備 え

ていた,と 判断す るこ とが 出来 るのではないであろ う

か。 もっとも,浅 井 の律義 さや正義感 などか ら見 て,

彼 の性格 は,下 田光造 の称 えた鬱病 の病前性格 である

執着性格,あ るいは,テ レンバ ッハ(Hubertus Tel1-

enbach,1914～  )の メラ ンコリー親和型50)に近 い

特徴 を示す,と い う意見 もあるに違 いない。下 田によ

れば執着性格 の特徴 とは以下 の通 りである。

6

 一方,浅 井 が,他 人 をあ きれ させ るよ うな躁病に陥

るこ とは殆 どなか った と思 われ る。 しか し,彼 が時に

軽躁 性を示 した ことは,黒 田重太 郎が都鳥英喜47)の話

しと伝 え る次のエ ピソー ドか らも明 らかであ る。

 …… 都 鳥 英 喜 の 話 に よ る と,あ れ で も若 い時 は 随 分

茶 目だ った ら しく,例 の 部 美 術 学校 時 代,風 景 画 の宿

題 で,所 は 忘 れ た が,何 で も郊 外 の池 の あ る 所へ,同
                        

級 生 と一 緒 に 写 生 に 出 か けた こ とが あ る。 岸 に1艘 ぼ
 

ろ舟 が 繁 い であ った が,他 の 者 が 池 畔 で描 い て い る 問

に,浅 井 は1人 そ れ に乗 っ て漕 ぎ 出 した。 それ が お と

な し くで も して い る こ とか,は し やぎ廻 っ て い る 間 に

丹 が 引 っ く り返 り,携 え てい た絵 具 箱 を水 底 に沈 め て

了 った 。 色 々や っ て も取 れ な い の で,友 人 の 描 き了 る

の を待 ち,そ の 絵 具 箱 を 借 りて描 い た が,そ の 時 は も

う 曰の 暮 れ る の に 間 も な か っ た が,浅 井 の そ の 速 写 の

風 景 画 は,あ くる 曰,指 導者 の フ ォ ン タ ネジ か ら激 称

され た と云 う48)。

 また,こ の よ うな精神的 テンポの早 さは,後 半生 の

京都時代 にも,制 作 の速度 の早 さとして発揮 され た よ

うで あ り,や は り黒 田が次 のよ うに回想 している。

 此 異 常 気 質(執 着 性 格)に 基 づ く性 格 標 識 と して は,

仕 事 に 熱 心,凝 り性,徹 底 的,正 直,几 帳 面,正 義 感

や 義 務 責 任 感,胡 麻 化 しや ズ ボ ラが 出 来 な い 等 で,従

って 他 か ら確 実 人 と して 信 頼 され,模 範 青年,模 範 社

員,模 範 軍 人 等 と責 め られ て 居 る種 の 人 で あ る51)。

 しか し,浅 井 は 仕事 熱 心 で は あ ろ うが,決 して 「徹

底 的 」 に完 璧 を 追 求 す る こ とは な か った 。 そ の 制 作 態

度 は,前 述 の よ うに 即 興 的 な こ とが 多 か った と思 われ

る。 た だ し,メ ラ ン コ リー 親 和 型 に 特 徴 的 な 他 人 本 位

の 態 度 は,既 に 見 て 来 た よ うに,浅 井 に も強 く認 め られ

る。 と もあ れ 浅 井 は,フ リー ド リ ッヒ(Caspar David

Friedrich,1774～1840)や コ ンス タブ ル(John Con-

stable,1776～1837)と 同 じ く,分 裂 病 圏 で は な い,

躁 鬱 病 圏 の 画 家 と言 うこ とが 出来 る。 次 に は,そ の よ

うな 彼 の 性 格 が そ の作 品 に対 して持 つ意 義 につ い て も

述 べ た い 。

5

 浅井忠が,鬱 病 を発症 しても不思議 ではない状況 に

育 ったことは指摘 され てよいであろ う。す なわち,7

歳 の時 に父親 を失 ない,幼 い頃か ら家長 としての過重

な負担 を強 い られ て育 ち,母 親 に対 して も通常 の子供

のよ うに依存す る ことが出来 なか ったのではなかろ う

か。土居建郎氏 は鬱病 の原 因について,次 の ような精

神分析的考察 を行 な っている。

……聖護院 の家か ら遠か らぬ白川や若王子あた りの そ して この さい,人 間 の も っ と も基 本 的 な 対 人 的 欲
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求 は 「甘 え る」 こ とす な わ ち依 存 欲 求 で あ る とい う仮

定 か ら 出発 しよ う。 と こ ろ で 甘 え る とは,相 手 の 愛 情

に依 存 し相 手 と の一 体 感 を 求 め る こ とで あ る,と 定 義

され る。 しか しも と も と一 体 感 を所 有 して い る者 な ら

ば,ふ つ うの 意 味 で は 甘 え を示 さな い で あ ろ う。 実

際,う つ病 患 者 は 少 な くと も表 面 上 は 甘 え る こと が な

く,相 手 に 依 存 した い とい う意 識 す ら伴 わ な い こ と が

多い 。 そ れ に か れ らは 通 常 両 親 に 甘 え られ る境 遇 に 育

って は い な い 。 そ こで 以 上 の こ とか らつ ぎの 推 論 を く

だ す こ とが 可能 とな る。 す な わ ち この よ う な 人 た ち

は,幼 時 あ る種 の 持 続 的 な 精 神 的 外 傷 を 受 け て 親 に 甘

え る ら し く甘 え る とい う体 験 を もた ず,そ の 代 わ りと

して 想 像 上 の 一 体 感 を い だ く よ うに な った の で は なか

ろ うか。 私 は,こ の よ うに 本 来 の 依 存 欲 求 の 不 満 を防

衛 す る た め に 生 じた状 態 こそ ナル チ ス ム ス と よば れ る

べ きで あ る と思 う(こ れ は 従 来 の ナル チ ス ム ス概 念 と

異 な る)。 この 心的 防 衛 と して の 一 体 感 が 失 わ れ た と

きに,い ま ま で 隠蔽 され て い た 基 本 的 葛 藤 が 病 的 状 態

とな っ て 出 現す る の で あ ろ う52)。

また,飯 田真氏 も以下の よ うに記述 してい る。

これに対 して,前 に も見た よ うに,浅 井は即興的 で速

筆であ り,戯 画 を描 くこともしば しば あ った。 や は

り,浅 井の場合は,躁 鬱 質の特徴 をよ り強 く示 してい

るようである。 クレッチマーに よれば,躁 鬱質(循 環

気 質)の 芸術家(特 に作家)は,次 の よ うな特徴 を持

つ と言 う。

 こ こで は,循 環 気 質 の 特 徴 を も つて い る 作 家 と し

て,リ ア リズ ム作 家 とユ ー モ ア作 家 を取 り上 げ な けれ

ば な らな い だ ろ う。 そ の 両 者 は 密 接 に 結 び つ い て い

て,は っ き り と二 つ の 違 う ダ イ ブ と して 区 別 す る こ と

は で きな い。 つ ま り,リ ア リズ ム作 家 の 作 品 は ユー モ

リス トの 調 子 で 色 づ け られ て い る し,ユ ー モ リス ト作

家 の 作 品 に は強 い 写 実的 な 部 分 が 相 当 見 い だ せ るか ら

であ る56)。

 なお,そ れで も浅井の作品は,コ ンスタブルや,同

じ く執着性格の画家 フ リー ドリッヒの作品 との類似 を

示 してお り,徳 田良仁氏が後者に言及 しつつ述 べた次

の言葉 は,浅 井の作品に関 して も妥当す るもので あろ

う。

 うつ病 圏に傾い た症例 に即 してみ ると,特 定の社会

的,家 庭的状況,例 えば体制や伝統の維持 あるいは復

興が強 く要請 され る社会や家庭 にあ って,そ の期待を

荷わねば ならない状況 と結び つい て,自 立 をめ ぐる思

春期 ない しは 青年期の危機が生起 し,そ れ を克服す る

ための心的機制 と して執着性格が顕在化 し,成 人期 に

おいて庇護的な空間喪失な ど或 る種の状況下 におかれ

ると,こ の心的機制が有効性失い,そ の結果 と して う

つ病が発病す ると解釈で きる場合が多い53)。

 浅井 は,「 体制 や伝統 の維持 あるいは復 興が強 く要

請 され る」環境 に育 った し,画 家 を志 し,自 立を来 た

す までには,家 族への強い反抗 を示 した り も し て い

る54)。そ して,45歳 にな ってか らのフラ ンス留学 は,

「庇護的 な空間喪失」 に当るであろ う。 あるいは,幼

時 に次弟 を亡 くした ことも,浅 井に ひそか な罪責感 を

抱かせ,抑 鬱状態の原因にな ったか も知れない。

 しか し,躁 鬱質の特徴 とともに,典 型的な執着性格

を示 した コンス タブル と比べれば,そ の制作態度の違

いは歴 然 としている。 コンス タブルは,完 壁な構図 を

求めて完成 作大 のスケ ッチまで も描 いてお り,写 生に

熱中するあま り,野 ねずみがポケ ッ トに飛び込んで も

気付 かなか った とい うエ ピソー ドも伝 わ ってい る55)。

 分裂病的世界におけ る多元的な様式 化をは じめ,幻

想 的,夢 幻的表現,さ らには装飾的 ・常 同 的 傾 向 な

ど,特 異な創造性 とは視点をかえて,広 く人間性の基

盤 に根 源を もつ うつ病の世 界は,万 人の共感を呼び起

こ し うる い わ ゆ る 一般 的 写 実 的 表 現 様 式 の 自然 描 写 か

ら深 く象 徴 的 意 味 を こ め た 表 現 に 至 る 芸 術 の 一 宝 庫 で

あ る とい え ま し ょ う57)(傍 点 筆 者)。

 さて,個 々の作品の意義につい ては,以 上 の考察 を

踏 まえなが ら,な お慎重に検討 しな ければ な らない。

また,浅 井忠の歴史的 ・社 会的位置付 けも,性 格特徴

を考慮 しつつ改めて行なえば,新 しい意味 も発見す る

ことがで きる と思 われ る。 しか し,そ れは,い ずれ稿

を改 めて発表 したい。
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